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細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
機
能
を
高
め
る
た
め
、
予

算
の
上
乗
せ
を
求
め
る
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
各
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
を
引
き

続
き
把
握
し
、
年
度
ご
と
に
適
正

な
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
考
慮
し

て
い
き
ま
す
。

　
問
　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う

べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
保
護
者
会
で
、

実
際
に
皆
様
の
声
を
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
は
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
南
町
田
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
東
急
電
鉄
と
の
費
用
負
担
、

換
地
計
画
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
次
年
度
以

降
の
推
移
を
見
き
わ
め
つ
つ
、
最

終
的
な
費
用
負
担
を
決
定
し
て
い

く
考
え
で
す
。
今
後
、
東
急
電
鉄

と
と
も
に
検
討
を
進
め
、
事
業
の

完
了
に
向
け
換
地
計
画
に
も
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
セ 

ン
タ
ー
の
充
実
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
台
風
24
号
の
際
に
発
生
し

た
長
時
間
停
電
の
原
因
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
町
田
市
と
稲

城
市
で
発
生
し
た
19
件
の
倒
木
に

よ
る
電
線
の
断
線
及
び
電
柱
破
損

に
よ
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
問
　
防
災
行
政
無
線
の
回
数
を

ふ
や
す
、
広
報
車
を
電
力
会
社
に

要
請
す
る
な
ど
、
市
民
不
安
の
解

消
に
努
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
正
確
な
情
報

を
い
た
だ
け
れ
ば
放
送
す
る
と
い

う
こ
と
を
事
業
者
側
に
伝
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
で
把
握
し
て
い

る
正
確
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
長
時
間
の
停
電
の
際
、
市

民
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
電
力
会
社
か
ら
の
早
急

な
情
報
提
供
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
情
報
を
と
も
か

く
出
し
て
く
れ
と
い
う
の
が
我
々

の
ス
タ
ン
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
形
で
今
後
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

停
電
時
に
市
民
へ 

積
極
情
報
公
開
を

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
滞
納
整
理
事
務
は
、
市
民

の
生
活
再
建
を
基
本
に
し
た
対
応

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
必
要
に
応
じ

て
生
活
就
労
や
生
活
保
護
の
相
談

に
案
内
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

関
係
部
署
と
連
携
し
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
相
談
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
市
民
文
学
館
は
存
続
す

べ
き
で
あ
る
」
と
の
「
答
申
」
に

対
す
る
認
識
を
問
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
生
涯
学
習
審

議
会
と
い
う
専
門
的
か
つ
客
観
的

な
立
場
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
答
申
に
基
づ

き
、
年
度
内
に
教
育
委
員
会
に
お

い
て
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
小
山

田
非
常
口
工
事
が
地
域
の
住
環
境

に
与
え
る
影
響
と
住
民
の
声
に
、

ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
Ｊ
Ｒ
東
海
に

は
丁
寧
な
説
明
、
市
民
生
活
に
極

力
影
響
の
な
い
よ
う
な
工
事
、
安

全
対
策
の
徹
底
を
要
請
し
ま
す
。

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
博
物
館
の
今
後
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
博

物
館
で
の
展
示
は
終
了
し
ま
す
が
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
積
極
的
に
展
開

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
文
化
芸
術

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
問
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
の
整
備
の
考
え
方
を
問
う
。

　
市
長
　
６
月
定
例
会
で
の
ご
指

摘
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
、
体
験
と

い
う
視
点
、
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
す
る
と
い
う
視
点
に
お
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
は
中
心
市
街

地
の
重
要
な
地
で
、
文
化
芸
術
に

出
会
え
る
場
と
す
る
こ
と
で
、
全

国
で
も
名
の
通
る
可
能
性
を
有
す

る
場
所
に
な
る
と
考
え
る
が
芸
術

の
杜
の
今
後
の
進
め
方
を
問
う
。

　
市
長
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美

術
館
に
つ
い
て
も
、
芸
術
の
杜
と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
で
、
も

う
１
度
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
し

っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）
国
際
工
芸 

美

術

館

整

備

　
東
　
友
美
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
貧
困
の
状

況
に
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
、
計
画
に
沿
っ
て
事
業
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
国
や
都
の

動
向
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
本
年
の
避
難
施
設
開
設
訓

練
に
お
い
て
、
資
機
材
の
設
置
が

で
き
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
今

後
の
対
応
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
研
修
は
し
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
に
く
い
部
分

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
災
害
の

と
き
、
訓
練
の
と
き
も
含
め
混
乱

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
本
年
６
月
定
例
会
に
て
採

択
さ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
各

課
に
確
認
を
し
、
市
営
住
宅
入
居

に
つ
い
て
可
能
性
が
あ
る
か
調
査

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
に

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問
　
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

今
後
と
も
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
の

危
害
防
止
機
構
の
設
置
を
計
画
的

に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
更
新
は
、
中
規
模
改
修
な

ど
に
合
わ
せ
て
行
い
、
既
存
シ
ャ

ッ
タ
ー
へ
の
危
害
防
止
機
構
の
設

置
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
公
園
以

外
に
設
置
で
き
る
環
境
と
要
件
が

整
え
ば
新
た
に
設
置
し
て
は
。

　
下
水
道
部
長
　
条
件
整
備
が
整

い
ま
し
た
場
合
に
は
可
能
で
あ
る

か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
が
ん
の
死
亡
者
上
位
は
、

「
肺
が
ん
」
が
占
め
る
。
「
肺
が

ん
検
診
」
の
再
ス
タ
ー
ト
を
。

　
保
健
所
長
　
40
歳
以
上
の
市
民

が
希
望
す
れ
ば
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
を
受
診
で
き
、
喀
た
ん
細
胞

診
も
実
施
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

が
可
能
か
、
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
へ
の
安 

全
対
策
強
化
を
！

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が

安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
山
崎
団

地
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
を
見
直
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
全
体
の
約

６
割
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
17
年

度
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
に
諮
問
し
て
お
り
、
順
次
改

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
が
就
学
援
助
等
の
認
定
に
連
動

し
な
い
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
本
年
よ
り
町
田
市
制
60
周

年
を
契
機
に
始
ま
っ
た
ま
ち
だ
○

ご
と
大
作
戦
で
あ
る
が
、
周
年
関

連
事
業
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
広
報
担
当
部
長
　
意
識
的
に
60

周
年
を
前
面
に
出
し
た
も
の
が
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
３
Ｄ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
町
田
今
昔
物
語
」、
成
瀬
の
文

化
財
を
成
瀬
で
見
る
学
ぶ
大
作
戦

と
い
う
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
補
助
金
の
出
し
方
に
つ
い

　
学
校
教
育
部
長
　
準
要
保
護
の

認
定
は
、
13
年
４
月
時
点
の
生
活

保
護
基
準
の
１
・
１
倍
未
満
で
審

査
を
行
い
、
現
時
点
で
認
定
基
準

倍
率
の
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
派
遣
事
業
の
現
状
と
小
学
校

の
英
語
教
科
化
へ
の
対
応
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
教
員
が
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
直
接
指
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
の

内
容
を
先
取
り
す
る
形
で
英
語
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

て
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
改
善
し
た
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
目
標
値
が
集
ま

っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
可
能
性
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
問
　
今
後
の
方
向
性
、
ポ
ス
ト

○
ご
と
大
作
戦
の
考
え
方
は
。

　
市
長
　
盛
り
上
が
り
が
終
わ
る

と
沈
ん
じ
ゃ
う
、
そ
れ
を
防
ぐ
仕

組
み
と
し
て
、
（
仮
称
）
地
域
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
一
定
の

役
割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

山
崎
団
地
の
バ
リ 

ア
フ
リ
ー
を
問
う

ま
ち
だ
○
ご
と
大 

作
戦
に
つ
い
て

　
大
西
宣
也
　（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
老
連
に
加
入
し
て
い
な

い
団
体
と
加
入
し
て
い
る
団
体
で

は
市
に
対
す
る
貢
献
度
が
全
く
違

っ
て
い
る
。
市
の
補
助
金
は
一
律

で
あ
る
が
貢
献
度
に
合
っ
た
支
給

方
法
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

　
市
長
　
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
綱
に
従
っ
て
決
め
て
い
る
わ
け

で
、
要
綱
の
変
え
方
は
非
常
に
難

し
い
。
で
す
か
ら
、
根
本
的
に
自

主
的
な
組
織
と
補
助
金
と
の
関
係

は
、
き
ょ
う
こ
こ
で
今
私
が
答
え

る
ぐ
ら
い
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で

す
が
、
し
っ
か
り
そ
こ
は
お
尋
ね

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
整
理
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
勤
務
中
の
喫
煙
は
、
公
務

の
遂
行
に
ど
の
よ
う
な
支
障
が
あ

る
か
。
今
後
の
対
応
は
。

　
総
務
部
長
　
緊
急
の
調
整
事
に

対
応
で
き
な
い
、
ま
た
、
業
務
量

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
人
事
考

課
制
度
の
実
施
で
、
離
席
の
抑
制

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の 

補
助
金
に
つ
い
て

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
こ
の
た
び
国
民
健
康
保
険

制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
町
田

市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
市
民
が
行
う
手

続
き
な
ど
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
で
は
赤
字
額
を
10
年
間
で

50
％
削
減
す
る
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
保
険
税
を
引
き
上
げ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
レ
セ
プ

ト
２
次
点
検
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
、
収
納
率
向
上
対
策
に
取
り
組

み
、
赤
字
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
の
現
在
の
ご
み
減

量
状
況
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
時
の
ご

み
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

　
環
境
資
源
部
長
　
ご
み
と
し
て

処
理
す
る
量
は
、
17
年
度
は
、
約

10
万
ト
ン
で
あ
っ
た
09
年
度
か
ら

７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
時
に
、
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

貸
し
出
し
や
、
分
別
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
行
う
イ
ベ

ン
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用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎Ｄサミット� 【２面】
　認知症の人に優しい町の実現に向けて、認知症
当事者や現在まちづくりに取り組んでいる方々が
集い、ともに考えるイベントのこと。
◎ＳＢＰ（ソーシャル・ビジネス・プロジェクト）�【３面】
　地域振興の観点から、地元に残って地場産業の
活性化やまちづくりを担う人材を各地で養成する
ために、高校生らが地域の課題を実際にビジネス
の手法を用いて解決する取り組みのこと。
◎アウトリーチ� 【４面】
　公的機関、公共的文化施設などが行う、地域へ
の出張サービスのこと。
◎喀たん細胞診� 【４面】
　気管支、肺から喀出されるたんを顕微鏡下で観
察する検診のこと。
◎データヘルス計画� 【４面】
　健康・医療情報分析に基づく生活習慣病等予防
事業実施計画のこと。効果的かつ効率的な保健事
業を展開することで、健康の保持増進を図ること
を目的としたもの。

文
学
館
は
存
続

す
べ
き
で
あ
る
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